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It is easy to hear the vocal sound of the digital speaker, but directivity is strong. Therefore, the 
communication of information to the wide area is difficult, and is not used for the evacuation guidance in case 
of the disaster. In this paper, two or more digital speakers are arranged and an efficient evacuation guidance 
method is proposed. The follow me method and the follow direction method are widely known as an 
evacuation guidance method. In this study, the effect of the digital speaker is modeled with the follow 
direction method which fixes a guide. It examined the validity of the proposed evacuation guidance method by 
the computer simulation for the open space and enclosed region. As a result, it was effective to the evacuation 
guidance by substituting the guide for a digital speaker. 










































図１ 8分の 1球の音響シミュレーション 
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を各 Case の避難完了時間とし，Case3 の避難者数を
1.0(100％)として Case1 から 4 までの避難者数を比較し
た結果，Case-3 の避難完了時間における避難者数に対し












































した避難誘導 A とデジタルスピーカーでの避難誘導 B，C













A)   従来のアナログスピーカーでの避難誘導
B)   デジタルスピーカーでの避難誘導
C)   デジタルスピーカーで混雑を分散させるように指示を出した避難誘導
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図 17のようになった．従来のアナログスピーカーを使用
した避難誘導 A とデジタルスピーカーでの避難誘導 B，C




















した避難誘導 A とデジタルスピーカーでの避難誘導 B，C











した避難誘導 A とデジタルスピーカーでの避難誘導 B を
比較すると，65s の避難時間短縮効果があった．この場
合，33%の短縮という，極めて高い効果が見られた． 
 
 
図２０ 階段の使用状況⑤計測結果 
 
可聴範囲の広いアナログスピーカーによる避難結果よ
りも，可聴範囲の狭いデジタルスピーカーによる避難の
ほうが，避難時間が短いことがわかった．これは，アナ
ログスピーカーでは広範囲に伝達してしまうため，一度
に多くの避難者が避難通路へと向かうことにより，渋滞
が発生してしまうためである．また，デジタルスピーカ
ーによって，分散して避難を行うようにした避難シミュ
レーションのほうが，避難時間が大幅に短くなることが
わかった．これは，誘導音声により，混雑を分散できた
ため，避難時間の短縮を行うことができたためである． 
 
７． まとめ 
本研究で行った閉空間，開空間におけるシミュレーシ
ョンの結果，以下のような考察を得ることができた．指
差誘導法が効果を示すような避難誘導の場合，人が行っ
ていた誘導をデジタルスピーカーに代替えさせることで，
誘導者が犠牲になるような事態を防ぎ，より安全に避難
時間の短縮が図れるという結論を得た． 
今後，デジタルスピーカーの可聴範囲を実際の混雑した
状況下において，検証することや，実モデルに近い様々なシ
チュエーションでシミュレーションを行い，避難シナリオの
検討を行う必要がある．さらに，そのシナリオに基づいてデ
ジタルスピーカーから流れる情報を細かく制御する方法の
確立が必要になると考える． 
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